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季
節
の
変
わ
り
目
が
あ
っ
と
い
う
間

に
や
っ
て
き
て
、
町
は
雪
景
色
と
な
り

す
っ
か
り
冬
の
到
来
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
秋
の
収
穫
作
業
の
終
盤

を
迎
え
て
、
少
し
ず
つ
落
ち
着
い
て
き

た
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

気
付
け
ば
今
年
も
残
り
１
か
月
と
な

り
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
だ

と
強
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
私

は
初
め
て
士
幌
で
冬
を
迎
え
る
こ
と
と

な
る
の
で
す
が
、
外
出
を
す
る
と
な
れ

ば
車
を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
雪
道
の

運
転
に
ひ
や
ひ
や
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
外
出
や
遠
出
の
機
会
が
増

え
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
管
理
、
冬
場
の

交
通
安
全
に
留
意
さ
れ
、
よ
い
年
末
年

始
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
お
り

ま
す
。（
ｋ
）

今
回
の
表
紙
は
、
11
月
11
日
（
土

曜
日
）
に
開
催
さ
れ
た
、
譲
和
会

親
睦
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
優

勝
チ
ー
ム
で
す
。

和
や
か
な
中
に
も
真
剣
な
プ
レ
ー

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

材料 （3人分）

【作り方】

ドライカレーの素････････1袋
じゃがいも･･･ 中5個（500g位）
玉ねぎ･･･････ 大1個（300g位）
合い挽き肉･･････････ 250g位
プロセスチーズ･････････ 適量
パン粉･････････････････ 適量
天ぷら粉･･･････････････ 適量
油･････････････････････ 適量

①	じゃがいもを茹でて、つぶす。
②	玉ねぎをみじん切りにし、挽

肉と炒めてドライカレーの素を
加える。

③	プロセスチーズを1㎝位の角切
りにする。

④	粗熱が取れたら、1に２を加え
混ぜ合わせ、３～4㎝位の大
きさに丸める。この時、中心
に３のチーズをひとつ入れる。

⑤	天ぷら粉を薄めに溶いてつけ、
細めのパン粉をつける。

⑥	きつね色のなるまで油で揚げる。
＊ドライカレーの素を使えば味付けの

心配なし！お弁当やビールのおつま
みに最適です。
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　 農林水産省職員農村で農作業を体験
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作りたての
よつ葉ソフトは

最高！

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会
（
佐
々
木
健

二
会
長
）
は
、
11
月
2
日
（
木
曜
日
）
農

業
会
館
に
て
家
族
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
家
族
経
営
が
主
の
酪
農
経
営
に
於

い
て
、
普
段
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
や
悩

み
な
ど
、
会
員
が
集
ま
っ
て
情
報
交
換
や

懇
談
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
酪
農
振
興

の
更
な
る
発
展
を
目
的
に
会
員
及
び
ご
家

族
、
農
協
役
職
員
を
始
め
関
係
者
が
参
加

し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、佐
々
木
会
長
か
ら「
日

頃
か
ら
、
当
協
議
会
運
営
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
今
の
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
、
消

費
者
の
需
要
が
非
常
に
伸
び
て
き
て
、
そ

れ
に
対
し
乳
業
メ
ー
カ
ー
は
供
給
努
力
を

し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
農
民
工
場
と
し

て
設
立
さ
れ
た
『
よ
つ
葉
乳
業
』
に
対
し
、

安
全
・
安
心
な
生
乳
を
今
後
も
安
定
的
に

出
荷
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
柴
田
副
町
長
、
篠
原
専
務
、
よ
つ
葉
乳

今 月 の
特 集

T o p i c s

士
幌
町
酪
農
振
興
協
議
会 

家
族
懇
談
会

懇
親
を
深
め
情
報
交
換

佐々木会長の挨拶和（なごみ）のオードブルも大好評

古田さんの仮装には
会場内大盛り上がり

業
（
株
）
川
瀬
常
務
取
締
役
十
勝
主
管
工

場
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
士
幌
町

肉
牛
振
興
会
曽
我
会
長
の
ご
発
声
で
懇
談

会
へ
と
入
り
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
し
ほ
ろ
牛
の
カ
ッ
ト
ス

テ
ー
キ
や
、
和
（
な
ご
み
）
の
オ
ー
ド
ブ

ル
、
デ
ザ
ー
ト
に
は
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
マ

シ
ン
を
設
置
し
て
の
、
よ
つ
葉
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
な
ど
を
堪
能
し
互
い
に
近
況
や
、

最
新
技
術
な
ど
情
報
交
換
が
行
わ
れ
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
懇
談

会
の
中
ほ
ど
で
は
、
別
室
に
用
意
さ
れ
て

い
た
サ
イ
レ
ー
ジ
品
評
会
の
審
査
・
講

評
を
、
十
勝
農
協
連 
酪
農
畜
産
課 

早
田

主
幹
よ
り
い
た
だ
き
、
会
員
個
々
に
サ
イ

レ
ー
ジ
の
出
来
に
つ
い
て
学
習
さ
れ
て
お

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
余
興
へ
と
移
り
中

音
更
支
部
の
担
当
に
よ
り
ビ
ン
ゴ
大
会
が

催
さ
れ
、
司
会
の
古
田
さ
ん
の
仮
装
に
参

加
者
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
読
み
上
げ

ら
れ
る
数
字
に
一
喜
一
憂
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
結
び
は
、
川
口
副
会
長
の
閉
会
挨

拶
で
終
了
し
ま
し
た
。

真剣な眼差しで確認するサイレージ品評会

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

農
林
水
産
省
職
員
農
村
で
農
作
業
を
体
験

11
月
21
日
（
火
）
札
幌
市
に
て
J
A

北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
J
A
北

海
道
大
会
実
践
委
員
会
主
催
）
が
、
全
道

各
地
の
J
A
役
職
員
や
J
A
青
年
部
、

J
A
女
性
部
ら
約
1
0
0
0
人
が
参
加

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
新
規
担
い
手
倍

増
」「
北
海
道
5
5
0
万
人
の
J
A
サ

ポ
ー
タ
ー
づ
く
り
」
な
ど
第
28
回
J
A

北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
状
況
に

つ
い
て
J
A
グ
ル
ー
プ
全
体
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
実
践
へ
の
機
運
を
高
め
、

J
A
グ
ル
ー
プ
内
外
に
発
信
す
る
こ
と
を

目
的
に
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
、
当

組
合
か
ら
は
役
職
員
、
青
年
部
長
、
女
性

部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
の
職
員
が
農
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。
8
月
下
旬
か
ら
9
月
下
旬
に

秋あ
き
ば葉
真し
ん
さ
ん
が
（
有
）
文
化
森
本
農
場
に
、

10
月
下
旬
か
ら
11
月
下
旬
に
大お
お
い
け池
新し
ん
じ
ろ
う

二
郎

さ
ん
が
（
株
）
山
岸
牧
場
に
研
修
に
入
り

ま
し
た
。

こ
の
研
修
制
度
は
農
作
業
を
自
ら
体
験

す
る
こ
と
で
、
農
業
現
場
の
声
を
聞
き
、

実
情
を
学
び
、
政
策
立
案
の
課
題
や
問
題

点
を
探
り
、
自
分
の
担
う
政
策
が
ど
の
様

な
形
で
農
業
者
に
届
き
、
実
践
さ
れ
て

い
る
か
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
を
養
う
目
的
で

実
施
さ
れ
て
お
り
、
当
J
A
で
は
平
成

26
年
よ
り
受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
。

（
有
）
文
化
森
本
農
場
で
研
修
し
た
秋

葉
さ
ん
は
、「
想
像
し
て
い
た
農
業
は
手

作
業
が
多
く
過
酷
な
現
場
と
思
っ
た
。
し

か
し
実
際
に
研
修
に
入
っ
て
み
る
と
、
多

デ
ス
ク
を
離
れ
現
場
を
知
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
協
同
の
力
で
実

現
す
る
新
規
担
い
手
倍
増
」
を
テ
ー
マ
に

J
A
け
ね
べ
つ
が
、「
食
と
農
で
つ
な
が

る
サ
ポ
ー
タ
ー
5
5
0
万
人
づ
く
り
と

准
組
合
員
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
J
A
ひ

が
し
か
わ
が
実
践
事
例
を
発
表
し
、
そ
れ

ぞ
れ
パ
ネ
リ
ス
ト
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
組

合
員
・
J
A
・
連
合
会
・
中
央
会
が
一
体

と
な
り
、
大
会
決
議
事
項
の
J
A
の
取

り
組
み
や
有
識
者
の
議
論
を
共
有
し
、
基

本
目
標
の
達
成
に
繋
げ
る
こ
と
を
確
認
い

た
し
ま
し
た
。

く
の
機
械
が
導
入
さ
れ
大
規
模
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
と
て
も
驚
き
で
し
た
。
各

補
助
金
が
有
効
活
用
さ
れ
機
械
化
・
大
規

模
化
が
進
ん
で
い
る
と
感
じ
、
今
後
業
務

に
お
い
て
生
産
現
場
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

良
い
研
修
に
な
り
ま
し
た
。」
と
話
し
、

（
株
）
山
岸
牧
場
で
研
修
し
た
大
池
さ
ん

は
「
作
業
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
生
産
者
は
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、

3
6
5
日
続
け
て
い
る
こ
と
は
凄
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
女
性
の
方
は
肉
体
的
に
大

変
だ
と
思
う
の
で
、
今
後
の
酪
農
は
作
業

の
効
率
化
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
が
必
須
に
な
っ

て
く
る
と
感
じ
ま
す
。
現
在
国
際
部
所
属

な
の
で
研
修
後
は
、
今
回
の
経
験
を
生
か

し
て
、
関
税
交
渉
等
、
現
場
と
の
温
度
差

を
な
く
す
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。」
と
話
さ
れ
、
お
二
方
と
も
今
後

の
糧
と
な
る
大
変
貴
重
な
研
修
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

馬鈴薯の機上選別をする秋葉さん

ベットの掃除をする大池さん
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講師の
池田恵子氏

女性部版
JA北海道女性リーダー研修会・北海道家の光大会

11
月
9
日（
木
）〜
10
日（
金
）、

札
幌
市
に
て
J
A
北
海
道
女
性

協
議
会
主
催
の
J
A
北
海
道
女

性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
北
海
道
家

の
光
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
道
か
ら
J
A
女
性
部
員
約

5
5
0
人
が
集
い
、
当
J
A
女
性

部
か
ら
は
部
長
、
副
部
長
の
3
名

が
参
加
し
、
食
と
農
を
基
軸
と
し

た
活
動
を
通
じ
住
み
よ
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
J
A
女
性

組
織
の
役
割
を
確
認
し
ま
し
た
。

一
日
目
に
は
、「
T
P
P
後
の

日
本
農
業
と
食
の
安
全
〜
こ
れ
か

ら
の
J
A
女
性
組
織
の
役
割
〜
」

と
題
し
て
、
東
京
大
学
大
学
院
の

鈴
木
宣
弘
教
授
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
輸
入
農
畜
産
物
の
安
全
性

に
は
懸
念
が
あ
り
、
安
心
・
安
全

な
食
を
自
分
た
ち
で
守
る
た
め
に

は
、
消
費
者
、
生
産
者
等
が
ホ
ン

モ
ノ
の
価
値
を
評
価
す
る
基
準
を

青年部版

青空の下で農薬空容器回収を実施

青年部畜産専門部会が視察研修を実施

牛の寄生虫対策について学ぶ

青
年
部
（
古
川
元
気
部
長
）
で
は
、
11
月

13
日
（
月
）
に
事
業
計
画
に
基
づ
き
今
年
度

第
2
回
目
の
農
薬
空
容
器
回
収
を
行
い
ま
し

た
。当

日
は
気
温
が
低
い
も
の
の
す
っ
き
り
と

し
た
晴
天
に
恵
ま
れ
、
組
合
員
の
皆
様
方
の

ご
協
力
の
も
と
空
容
器
の
回
収
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
回
収

の
基
準
強
化
が
な
さ
れ
る
中
、
洗
浄
・
乾
燥

に
つ
き
ま
し
て
は
徹
底
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
表
示
義
務
と
な
っ
て
い
る
「
産
業
廃
棄

物
収
集
運
搬
車
」
の
表
示
を
一
部
で
怠
っ
て

い
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

青
年
部
畜
産
専
門
部
会
（
佐
々
木
昌
弘
部
会

長
）
で
は
、
11
月
7
日
（
火
）
に
帯
広
市
に
あ

る
㈲
ト
ヨ
ニ
シ
フ
ァ
ー
ム
と
㈱
十
勝
家
畜
人
工

授
精
所
及
び
㈲
十
勝
ラ
イ
ブ
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

㈲
ト
ヨ
ニ
シ
フ
ァ
ー
ム
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
（
去
勢
）
の
子
牛
（
初
生
）
か
ら
肥
育
ま
で

の
一
貫
生
産
体
制
を
確
立
し
て
お
り
、
豊
西
牛

ブ
ラ
ン
ド
で
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
、
代
表
取
締
役
の
小
倉
修
二
社
長
か

ら
概
要
説
明
を
受
け
、
牧
場
で
使
用
す
る
粗
飼

料
は
、
地
元
の
牧
草
、
麦
わ
ら
、
デ
ン
ト
コ
ー

ン
を
中
心
に
使
用
し
、
配
合
飼
料
は
飼
育
段
階

に
合
わ
せ
配
合
割
合
を
独
自
に
ミ
ッ
ク
ス
す
る

な
ど
特
に
餌
に
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
の

事
で
し
た
。

㈱
十
勝
家
畜
人
工
授
精
所
及
び
㈲
十
勝
ラ
イ

ブ
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
和
牛
や

乳
牛
に
つ
い
て
実
際
に
牛
舎
を
見
せ
て
も
ら
い

な
が
ら
飼
養
管
理
全
般
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
視
察
で
は
、
貴
重
な
生
産
現
場
を
視

察
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

青
年
部
畜
産
専
門
部
会
（
佐
々
木
昌
弘
部

会
長
）
で
は
10
月
18
日
（
水
）
に
農
協
青
年
研

修
室
に
て
、
畜
産
部
員
や
農
協
職
員
な
ど
約

20
名
参
加
の
も
と
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
メ
リ
ア
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
の
獣
医

師 

池
田
恵
子
氏
を
講
師
に
招
き
、「
牛
の
内

外
寄
生
虫
と
対
策
～
生
産
性
の
向
上
～
」
と

題
し
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
習
会
の
中
で
池
田
氏
か
ら
は
、「
牛
を
管

理
す
る
上
で
寄
生
虫
の
対
策
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
生
産
性
の
向
上
に
非
常
に
役
立
つ
」

と
述
べ
ら
れ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な

が
ら
寄
生
虫
に
よ
る
被
害
や
そ
の
対
策
と
し

て
用
い
ら
れ
る
駆
虫
薬
の
紹
介
等
に
つ
い
て

分
か
り
易
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
日
頃
の
飼
養
管
理

に
つ
い
て
様
々
な
質
問
が
あ
り
、
大
変
有
意

義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

回収作業に従事した青年部員

作業の様子

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

畜産専門部会で
  学習会を開催!

農
林
中
央
金
庫

宮
園
副
理
事
長
が
当
J
A
を
視
察

11
月
9
日
（
木
曜
日
）
農
林
中
央
金
庫　

宮

園
副
理
事
長
が
視
察
の
た
め
来
組
さ
れ
ま
し
た
。

副
理
事
長
は
、
昭
和
51
年
新
採
用
職
員
の
研
修

先
と
し
て
当
農
協
で
農
協
事
業
や
組
合
員
宅
に

宿
泊
し
な
が
ら
農
作
業
実
習
を
体
験
さ
れ
、
い

わ
ば
【
士
幌
農
協
が
系
統
職
員
と
し
て
の
原
点
】

と
位
置
づ
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

の
太
田
組
合
長
と
の
面
談
や
握
手
を
し
た
と
き

の
手
が
大
き
く
ご
つ
ご
つ
し
て
、
温
か
か
っ
た

印
象
を
懐
か
し
む
か
の
よ
う
に
回
顧
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

当
日
（
9
日
）
は
、
本
部
事
務
所
に
て
髙
橋

組
合
長
か
ら
J
A
の
概
要
説
明
の
後
、
馬
鈴
薯

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
食
品
工
場
、
農
協
記
念
館
を

多
く
の
時
間
を
割
い
て
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
付
加
価

値
事
業
・
金
融
制

度
へ
の
先
駆
的
で

独
自
の
取
り
組
み

や
安
村
志
朗
物
語

の
D
V
D
鑑
賞
に

は
深
く
感
銘
さ
れ

意
義
の
大
き
さ
を

評
価
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

現
在
、
宮
園
副
理
事
長
は
農
林
中
央
金
庫
の

経
営
の
中
枢
で
学
経
役
員
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ

て
お
り
、
農
協
改
革
が
叫
ば
れ
る
中
で
更
な
る

奮
闘
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当JA独自の金融制度の説明を受ける様子

馬鈴薯新貯蔵庫の説明を受ける様子 髙橋組合長より士幌町の概要説明

策
定
し
て
適
正
価
格
で
支
え
、
安

く
て
も
不
安
な
食
を
自
分
た
ち
で

排
除
で
き
る
仕
組
み
が
不
可
欠
で

あ
る
等
、
今
後
の
あ
り
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

「
家
の
光
」
記
事
活
用
体
験
発

表
で
は
、
道
内
6
地
区
よ
り
選
出

さ
れ
た
代
表
の
方
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。
留
萌
地
区
J
A
南
る

も
い
女
性
部
の
山
口
加
代
子
さ
ん

が
「
夢
を
追
い
か
け
て
」
と
題
し

て
生
産
者
の
仲
間
と
す
す
め
た
直

売
や
6
次
産
業
化
に
向
け
た
取
り

組
み
に
役
立
っ
た
の
は「
家
の
光
」

の
記
事
だ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
家
の
光
持
ち
寄
り

読
書
の
後
、
全
道
各
地
区
の
J
A

女
性
部
員
の
手
芸
品
や
加
工
食

品
、
家
の
光
記
事
活
用
作
品
等
の

展
示
が
あ
り
、
今
後
の
女
性
部
活

動
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
間
を
通
じ
、
多
く
の
女
性

部
員
と
交
流
す
る
こ
と
が
出
来
、

有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

真剣に耳を傾ける畜産部員

トヨニシファームで説明を受ける青年部員

十勝家畜人工授精所にて
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長芋収穫 人参収穫

ビート収穫

士幌北地区　松山隆多農場佐倉地区　大友慎一農場

中士幌地区　小川秀樹農場

本年においては春先から好天に恵まれ、

各作物の収穫も順調に進み、全般的に

高収量で収穫作業を終了し、豊穣の出来

秋となりました。

年末を迎え、ますます寒さが厳しくなります

が、体調管理には十分ご留意されますよう

お願い申し上げます。

営農
点描

Sh iho ro  e i nou  t enbyo

大豆収穫 士幌北地区　清水宏昭農場

譲
和
会

親
睦
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

鹿
児
島
農
業
大
学
校 

実
習
終
了

譲
和
会
（
篠
原 

昇
好 

会
長
）
の
親
睦
交
流
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
11
月
11
日
（
土
）、
士
幌
町
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に
4
チ
ー
ム
（
23
名
）

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
及
び
ご
夫
人
が
、
親
睦
と
交
流
を
図
る
場
と

し
て
毎
年
2
回
（
4
月
・
11
月
）
開
催
さ
れ
る
こ
の

大
会
は
、
今
回
で
37
回
目
を
迎
え
、
毎
回
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

篠
原
会
長
よ
り
『
今
日
一
日
、
和
や
か
に
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
』
と
挨
拶
が
あ
り
、
稲

葉
正
志
士
幌
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
よ
り
審
判

長
挨
拶
を
い
た
だ
き
ゲ
ー
ム
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

和
や
か
な
中
に
も
真
剣
な
プ
レ
ー
が
続

き
、
4
勝
2
敗
（
得
失
点
差
20
点
）
の
成

績
で
大
石
文
雄
チ
ー
ム
（
土
屋
修
三
・
角

田
冨
夫
・
足
立
順
司
・
服
部
日
出
夫
）
が

優
勝
し
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
立
農
業
大
学
校
畜
産
部
酪
農
科
の
8
名
が
10

月
3
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
44
日
間
、
町
内
の
酪
農
組

合
員
宅
で
お
世
話
に
な
り
、
農
業
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
実
習
で
は
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
農
業
経
営
者
や
農
村
地
域
の
指
導

者
と
し
て
必
要
な
知
識
・
技
術
を
習
得
す
る
事
を
目
的
に
、

平
成
4
年
か
ら
実
習
受
入
が
始
ま
り
、
今
年
で
25
年
目
を

迎
え
、
酪
農
実
習
経
験
者
は
2
1
5
名
に
な
り
ま
す
。

通
常
の
授
業
で
は
経
験
で
き
な
い
勉
強
を
、
受
入
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
熱
心
な
ご
指

導
と
、
ご
家
族
の
励
ま
し
を
受
け
44
日
間
を
乗
り
切
る
事
が
で
き
、
実
習
生
全
員
最
終
日

に
は
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
習
期
間
中
は
、（
有
）
士
幌
北
肉
用
牛
牧
場
、（
有
）
佐
々
木
牧
場
、
よ
つ
葉
乳
業
、
ホ

ク
レ
ン
十
勝
家
畜
市
場
を
視
察
す
る
管
内
視
察
、
ま
た
実
習
終
盤
に
は
実
習
生
、
受
入
組
合

員
が
一
同
に
会
す
る
家
族
交
流
会
が
行
わ
れ
、
意
見
交
換
が
盛
ん
に
さ
れ
て
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
と
る
大
変
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

最
終
日
の
11
月
15
日
（
水
曜
日
）
に
は
終
了
式
が
行
わ
れ
受
入
組
合
員
と
の
別
れ
を
惜
し

み
な
が
ら
帰
郷
さ
れ
ま
し
た
。

大
規
模
農
業
を
学
習
し
た
44
日
間

90歳で参加された辻本フミ子さん

優勝した
大石チームと

篠原会長

実習風景
管内研修では（有）佐々木牧場を見学

実習生と受入組合員

広大な
北海道も
見ることが
出来ました
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MY DADDY

おとうさん
ぼ く
わた

・

のし おとうさん
矢
や の

野  尚
しょうご

吾 さん

士幌南地区

いま何やって
ますか?

第337回

今
月
の
紹
介
は
、
士
幌
南
地
区 

矢
野

一
美
さ
ん
の
後
継
者
（
3
代
目
）、
矢

野
尚
吾
さ
ん
で
す
。

（
以
下
、
質
問
は
Q
、
尚
吾
さ
ん
の
答
え

を
A
と
し
ま
す
）

A Q
現
在
担
当
さ
れ
て
い
る
仕
事
は

何
で
す
か
。

今
年
の
春
よ
り
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
た

め
、
今
は
整
地
作
業
や
、
管
理
作
業
の
一

部
、
作
業
補
助
な
ど
が
メ
イ
ン
で
す
。

A Q
作
業
上
の
苦
労
・

注
意
点
（
失
敗
談
）
は
何
で
す
か
。

昨
年
1
年
間
ア
メ
リ
カ
で
実
習
し
て
い

た
の
で
す
が
、
手
作
業
が
多
い
農
場
で
し

た
の
で
、
帰
っ
て
き
て
み
て
機
械
作
業
が

多
く
、
自
動
化
さ
れ
て
い
る
農
業
に
び
っ

く
り
し
て
と
ま
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
取
り
付
け
す
る

の
に
と
て
も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
父
親

の
作
業
を
見
て
い
た
ら
手
際
が
良
く
い
つ

も
流
石
だ
な
ぁ
～
と
感
じ
ま
す
。

A Q
農
業
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

第
1
次
産
業
、
食
の
根
本
を
支
え
る
自

分
が
い
る
事
が
最
大
の
魅
力
で
す
。

A Q
将
来
の
夢・目
標
は
何
で
す
か
。

土
地
と
人
手
を
増
や
し
て
大
規
模
化
も

目
標
で
す
。
そ
の
為
に
、
常
に
ア
ン
テ
ナ

を
張
り
、
時
代
に
合
わ
せ
た
農
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
で
す
。
ア
ス
パ
ラ
に
も
興
味

が
あ
る
の
で
、
勉
強
し
て
今
後
経
営
の
検

討
材
料
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

A Q
休
み（
夜
間・冬
期
等
）の

過
ご
し
か
た
を
教
え
て
下
さ
い
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
高
校
時
代
の
友
人
と

遊
び
に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
冬

期
間
は
倉
庫
な
ど
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
も

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A Q
農
業
に
た
ず
さ
わ
り

感
じ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

ス
ィ
ー
ト
コ
ー
ン
や
、
馬
鈴
薯
を
生
産
し

て
お
り
ま
す
が
、
消
費
者
が
喜
ん
で
く
れ

る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

A Q
就
農
の
動
機
は
何
で
す
か
。

物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
就
農
す
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、
父
親
は
無
理
に

押
し
つ
け
る
こ
と
も
な
く
、
進
路
も
自
由

に
選
択
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

●おとうさん

国井　浩
ひ ろ き

樹 さん

●わたし

麻
ま や

耶 さん

士幌北地区

  

Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国（
静
岡
県
）

　
　
　
“
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
”へ
参
加

11
月
19
日
（
日
曜
日
）
当
農
協
農
産
課

（
バ
イ
テ
ク
研
究
所
）
に
て
生
産
し
て
い

る
「
わ
さ
び
苗
」
の
取
引
先
で
あ
る
J
A

伊
豆
の
国
（
静
岡
県
）
に
て
、“
J
A
ま

つ
り
”
が
開
催
さ
れ
、
篠
原
専
務
を
は
じ

め
、
畜
産
部
・
農
産
部
・
購
買
部
か
ら
職

員
が
出
向
き
、
し
ほ
ろ
牛
カ
ッ
ト
ス
テ
ー

キ
や
キ
タ
ア
カ
リ
の
詰
め
放
題
、
生
産
者

還
元
用
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
特
産
品

販
売
を
昨
年
に
引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。

し
ほ
ろ
牛
の
フ
ァ
ン
広
が
る

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
勢
の

来
客
者
で
に
ぎ
わ
い
、
キ
タ
ア
カ
リ
の
詰

め
放
題
は
開
始
30
分
ほ
ど
で
完
売
、
生
産

者
還
元
用
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
も
大
好
評
で

し
た
。
1
番
人
気
は
「
し
ほ
ろ
牛
カ
ッ
ト

ス
テ
ー
キ
」
で
、
昨
年
の
出
店
以
来
「
し

ほ
ろ
牛
」
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
方
も
訪
れ
、

「
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
寄
附
を
申
し
込
ん
で
い

る
。」
と
い
う
声
や
「
お
い
し
い
!
」
の

コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
、
何
度
も
お
買
い

求
め
頂
い
た
お
客
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。

特産品を販売した士幌ブース

当町の苗が使われているわさび畑
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JAグループ通信

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的

に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

【
北
大
と
の
連
携
協
定
を
締
結
】

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
と
北
海
道
大
学
は
、

食
と
農
を
中
心
と
す
る
幅
広
い
分
野
の
科
学

技
術
・
学
術
及
び
産
業
の
振
興
、
教
育
の
発

展
を
目
的
と
し
た
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
に

対
応
す
る
べ
く
、
北
海
道
大
学
と
共
に
、
先

端
技
術
を
活
用
し
た
農
業
生
産
、
道
産
農
畜

産
物
の
価
値
創
出
、
地
域

社
会
づ
く
り
や
人
材
育
成

な
ど
の
面
で
連
携
・
協
力

関
係
を
築
き
な
が
ら ｢

力

強
い
農
業｣

と｢

豊
か
な

魅
力
あ
る
農
村｣ 

の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

　

10
月
よ
り
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
組
合
員
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
に
Ｊ
Ａ
共

済
の
ロ
ゴ
入
り
反
射
材
付
き
帽
子
５
万
個
を

配
布
し
て
い
ま
す
。
夜
間
で
も
運
転
者
が
歩

行
者
を
視
認
し
や
す
く
す
る
こ
と
を
目
的
に

全
道
Ｊ
Ａ
を
通
じ
て
順
次
配
布
し
、
交
通
事

故
未
然
防
止
と
根
絶
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
や
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
が
安
心
・
安
全

に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
貢

献
活
動
に
取
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
生

命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積
極

的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

広
報
誌
「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て
お
り
ま

す
。
年
３
回
発
行
し
て

お
り
、
様
々
な
医
療
・

健
康
情
報
を
発
信
し
て

お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
は
、
家
族
や
周
囲
の

人
へ
伝
え
た
い
こ
と
を
書
き
残
す
「
エ
ン
デ

ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
の
セ
ミ
ナ
ー
を
初
開
催
し

ま
し
た
。（
10
月
・
札
幌
市
）

　

行
政
書
士
の
山
根
氏
が
相
続

・
遺
言
の
仕
組
み
等
を
解
説
後

「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
遺

言
書
を
作
る
準
備
に
も
な
る
」

と
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
い

ま
か
ら
帳
」
の
書
き
方
を
紹
介
し
活
用
を
呼

び
か
け
、「
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
等
、
参

加
者
に
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ホ
ク
レ
ン

　

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂

に
集
め
た
毎
年
恒
例
秋
の

イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１
７
第

46
回
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
の
方
の
営
農

へ
の
こ
だ
わ
り
を
消
費
者
に
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
消
費
者
の
方
が
ど
ん
な
こ
と

を
生
産
者
に
望
ん
で
い
る
か
を
知
り
あ
う
場

と
し
て
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
「
食
と
農
の
ふ
れ

あ
い
広
場
」
を
開
催
。
Ｊ
Ａ
道
青
協
、
Ｊ
Ａ

道
女
性
協
の
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
も
あ
り
、

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。
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老後の備えは万全ですか？老後の備えは万全ですか？
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アスポのお知らせ士幌ＳＳ
最新ドライブスルー
洗車機導入！！

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で毎月10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。　■当選者は、次号にて掲載致します。

10月号の正解 /コハルビヨリ

二重マスの文字を、A～E の順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

12月15日
（金）

1
2
3
4
5

7
9
11
12

13
15
16
17

大みそかには ― そばを食べる人も多い
英語ではドラゴン。想像上の生き物です
物を燃やすと残るもの
鶏の頭の赤い冠
何度も練習して、ようやく ― をつかん
だ

「山 !」「川 !」
現在よりも前です
庭に掘りたがる犬もいます
デジタルカメラには装填（そうてん）し
ません
少年剣士たちが振る物
月曜と水曜の間
お子様ランチに立てられていることも
狩りにも使われる鳥

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

3月21日～4月19日

牡羊座

全体運 :行動力が高まり、アクティ
ブに動き回れそう。やりたいことに
は積極的に挑戦を。ネットでの情報
収集も幸運

健康運 :疲れをため込みがち。適
度な休息が必要

幸運の食べ物 :水菜

全体運 :レジャー運が活性化。気
の合う仲間たちとにぎやかに過ごせ
そう。遠出のドライブやイベントへ
の参加も好結果に

健康運 :健康の話題に注目を。好
情報があるかも

幸運の食べ物 :小松菜

全体運 :自分に自信が持てそう。
意見やアイデアがあるなら意欲的に
主帳して。過去に駄目だったことに
も新たな変化が

健康運 :不規則な生活習慣を見直
せば、恩恵多し

幸運の食べ物 :長ネギ

全体運 :暗い気分になりやすいか
も。気晴らしを心掛けて、好きな
ことに意識を向けましょう。ヒー
リンググッズも有効

健康運 :オーバーワークに注意。
のんびりが大事

幸運の食べ物 :クワイ

全体運 :ちょっとしたことでイラ
イラしやすい傾向あり。笑顔を忘
れずに。ストレス解消には、1人の
時間を満喫して

健康運 :まめに動くと好変化が。
散歩もお勧め

幸運の食べ物 :レンコン

全体運 :インスピレーションがさ
えているので、ピンときたことは
やってみるのが正解。人間関係は
協調性をモットーに

健康運 :回復へ。マッサージで血
行を促進させて

幸運の食べ物 :タラコ

全体運 :ささいなことで、つまず
きやすい時期。小さなミスにクヨク
ヨせず、スパッと切り替えて。ギャ
ラリー巡りにツキ

健康運 :きちんと自己管理を。食
べ過ぎは控えて

幸運の食べ物 :ミカン

全体運 :フットワークが軽くなり、
チャレンジ精神が旺盛になる月。行
動範囲を広げていけば、うれしい驚
きに出合えそう

健康運 :スポーツを始めて。気分
転換にも効果的

幸運の食べ物 :サバ

全体運 :知的好奇心を刺激される
予感。体験教室や説明会に顔を出し
てみると手応えあり。趣味の集まり
にも積極参加を

健康運 :リラックスすれば好調を
キープできます

幸運の食べ物 :ヒラメ

全体運 :情緒不安定になりがち。
身近な人たちに迷惑を掛けがちなの
で、気を付けて。玄関に花を飾ると
リラックス可能

健康運 :気が緩みやすいかも。小
さなけがに注意

幸運の食べ物 :キンメダイ

全体運 :ゆったり過ごせる期間で
す。趣味や習い事に力を注ぐと、新
たな発見があるはず。プライベート
を充実させて

健康運 :質の高い眠りを目指せば、
体調アップへ

幸運の食べ物 :ダイコン

全体運 :何かとプレッシャーを感
じる気配。深呼吸で気持ちを落ち着
けましょう。また、人の意見には謙
虚に耳を傾けて

健康運 :徐々に好転。体にいいこ
とをすると◎

幸運の食べ物 :野沢菜

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

長田ひとみ
瀬口　凌青
佐藤　和央
神内　朱里
太田　　勝

加藤　順子
吉田　祐大
森本　朱音
河村セツ子
増田美江子

10月号掲載問題の応募者は68名で68名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しました。
当選者には、組合員相談課にてプレゼントをお渡
し致します。

当 選 者 発 表

今月のあなたの運勢12 HOROSCOPY2017

クロスワードパズル

おめでとうございます

あ た ま の た い そ う

応募方法
4月20日～5月20日 5月21日～6月21日 6月22日～7月22日

牡牛座 双子座 蟹　座

7月23日～8月22日

11月23日～12月21日

獅子座

射手座

8月23日～9月22日

12月22日～1月19日

9月23日～10月23日

1月20日～2月18日

10月24日～11月22日

2月19日～3月20日

乙女座

山羊座

天秤座

水瓶座

蠍　座

魚　座

２人組はコンビ、３人組は ―
親同士がいとこです
― に交われば赤くなる

「おはよう」とか「さようなら」とか
コロンブスはインドを目指して ― を
続けました
カカオ豆から作る飲み物
サンタクロースが乗ったそりを引きます
ブーケともいいます
太陽が沈むとやって来ます
進化の反対語
人の言葉をまねるのがうまい鳥。
― 返しに答える

1
3
6
7
8

10
14
16
18
19
20

今月の抽選者
士幌南地区

篠原　真人 さん

営業時間 8:30〜18:30

営業時間 7:00〜20:00
休 業 日 12月は休まず営業

休 業 日 12月は休まず営業

士幌給油所
●スタッフ

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00
（28日〜31日は9：00から）
（31日は16：00まで）

休 業 日 12月は休まず営業
（31日は16：00まで）
（配送ローリー 日曜休業）

アスポ

ガソリンスタンド

※しほろ牛 一頭販売
・12月23日㈯

今
度
の
洗
車
機
は

軽
ト
ラ
ッ
ク
も
洗
え
ま
す
！

○各種洗車コース取り扱っておりますので、
　是非ご利用下さい。

11月17日㈮リニューアルオープンしました!


